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Ⅰ　教育理念・目的・育成人材像【教務】

評価 現状及び取組内容 課題と改善方法

（1） 学校の理念・目的・育成
人材像は定められている
か（専門分野の特性が明
確になっているか）

4

教育活動、学校運営の基本となるものであ
り、明確に定め学内外に広く周知するととも
に、教職員・学生等がその精神を共有するよ
う努めている。
「教育基本法」及び「学校教育法」に従い
「理容師法」「美容師法」に基づき理容師・
美容師として必要な知識及び技能を習得させ
るとともに社会人としての教養と近代的な感
覚を会得させることを学則に明記している。
また、「実行の人」を校訓として定め、教育
理念として学生に機会をとらえて指導してい
る。

学校の歴史と伝統を踏ま
え、学校の理念・目的を
踏襲する。育成人材像に
関しては、社会情勢や理
容・美容それぞれの特性
や動向、ニーズを踏まえ
常に点検し見直してい
く。

（2） 学校における職業教育の
特色は何か

4

現在の理容・美容の現場では、即戦力となる
技術力のみだけでなくコミュニケーション能
力等の人間力、社会人としての意識を持った
人材が求められている。そのためのしっかり
とした知識と技術を修得した理容師・美容師
の育成が課題であることを鑑みて、その社会
的要請に対応したカリキュラムを編成した。
現職の理容師・美容師にも講師を依頼し、業
界で必要とされる知識や技術を幅広く修得し
ている。

カリキュラムに関して
は、理容師・美容師資格
の取得へ向けた教育が中
心となるが、社会情勢や
業界の動向、ニーズを踏
まえ、業界で必要とされ
る知識や技術を幅広く修
得していくために、これ
からも常に見直してい
く。

実施方法

（1）教職員全員で評価を行い、自己評価委員会で結果をまとめ次年度の計画に活かす。

（2）自己評価は当該年度の1月に実施する。

（3）評価結果は、本報告書をホームページで公表する。

評価項目と評価方法

　評価は、「Ⅰ教育理念・目的・育成人材像」「Ⅱ学校運営」「Ⅲ教育活動」「Ⅳ学修成果」「Ⅴ学生支援」
「Ⅵ教育環境」「Ⅶ学生の受入れ募集」「Ⅷ財務」「Ⅸ法令等の遵守」「Ⅹ社会貢献・地域貢献」の10項目を
設定し、各項目に具体的な内容（評価項目）を定め、4段階の数値による評価及び「現状及び取組内容」「課題
と改善」の2つの視点を記述で評価した。
　【数値による評価】　４：適切　　３：概ね適切　　２：やや不適切　　１：不適切

評価項目

○教育目標・人材像
　理美容界に貢献し社会で活躍できる理容師・美容師の育成
○目　　標
・学生指導の充実（学習指導、健康管理・感染症対策、事故・事件等への予防管理等）
・多様化する時代のニーズに対応できる課程及び学科等の検討
・国家試験の合格率の向上
・学生募集の強化、推進（オープンキャンパスの充実、向上等）

　専修学校の自己評価については、学校教育法及び学校教育法施行規則により、自己評価の実施並びにその結
果の公表が義務付けられており、本校では学則第31条第1項に基づき、本校の教育目標、計画に沿った取組の達
成状況、学校運営などの状況に関する自己評価を行い教育活動や学校運営などの課題について継続的に改善を
図るとともに、評価結果を公表する。

　学校法人広島理容美容学園は、広島市内及び近郊の理容師、美容師が協力して、私立の専修学校として教育
基本法及び学校教育法に従い、かつ理容師法及び美容師法に基づき、優秀なる理容師又は美容師を養成するこ
とを目的とする（寄附行為第3条）。
　前条の目的を達成するため、次に掲げる学校を設置する。
　名称　広島県理容美容専門学校　衛生専門課程　理容科・美容科（寄附行為第4条）。
　本校は、教育基本法及び学校教育法に従い理容師法及び美容師法に基づき理容師・美容師として必要な知識
及び技能を習得させるとともに社会人としての教養と近代的な感覚を会得させることを目的として設置する
（学則第1条）。
　本校の教育は、上記の内容を柱に校訓「実行の人」労働、正義、責任、忍耐、貢献の五つを掲げ、社会に貢
献できる理容師・美容師を育成することを目標とする。
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（3） 社会のニーズを踏まえた
将来構想を抱いているか

4

将来の大きな課題は教育内容のさらなる充実
と学生募集対象対策が挙げられる。教育のさ
らなる充実では、現代の若者をしっかり教育
し、一人の退学者も出さず、いかにして実社
会に適応させていくかをテーマに、学生と教
員の距離をさらに密にコミュニケーションを
図っていきたい。学生募集では多様化する情
報社会のニーズにマッチした広報を行い、対
象者のみならず、一般の方へも本校を認知さ
せていきたい。

今後の社会のニーズを踏
まえ選択教科の見直しを
行い、これからの理容
業、美容業に必要とされ
る教科を長期的に検討し
ていく。

（4） 学校の理念・目的・育成
人材像・特色・将来構想
等が学生・保護者・関係
業界等に周知がなされて
いるか 3

理容・美容業界で活躍する卒業生はもちろん
のこと、実務実習や保護者公開授業、その他
にヘアショーやＷＥＢの使用などで保護者・
関係業界との接点を数多く持つことで業界の
要望をつかみ、教育内容に反映されている。

今年度は、ヘアショーや
各種コンテストは、入場
者の人数制限による実
施、ＷＥＢの活用などで
行われた。これからのＷ
ＥＢ活用ビジョンを含め
さらに検討していきた
い。

（5） 教育目標、育成人材像
は、学科等に対応する業
界のニーズに向けて方向
づけられているか

3

目標である国家資格の合格率を高める。就業
実績、卒業生のサロンからの評価の高さが本
校の教育の方向性が正しいことを証明してい
ると自負している。このことを継続できるよ
うに努めていきたい。

国家試験合格率をより高
めるための指導体制の強
化を図る。
今後はさらに、関係諸団
体との意見交換を行いな
がら、より広く社会の
ニーズに応えるようにし
てしていきたい。

Ⅱ　学校運営【総務・事務】

評価 現状及び取組内容 課題と改善方法

（1） 学校の目的等に沿った運
営方針が策定されている
か 3

本校は理容師・美容師を目指す学生を育成す
る教育機関として、その目的が高いレベルで
かなえることができるよう、経営方針が策定
されている。

人材育成という重大性を
各職員が認識し、学生の
変化にも鑑みた改善を繰
り返していく。

（2） 運営方針に沿った事業計
画が策定されているか

3

これまでの新型コロナウイルス感染症に係る
経験を踏まえ、事業計画等を柔軟に変更しな
がら、授業が実施できるよう改善されてき
た。

ウィズコロナ時代の学校
運営を、多方面から今後
も推し進めていかなけれ
ばならない。

（3） 運営組織や意志決定機能
は、規則等において明確
化されているか、有効に
機能しているか

3

規定により理事会、職員会議などを定期的に
行っている。また問題が生じた際も、適宜主
任会議や理容・美容会議などを開催し、意思
決定や疎通が図られている。

各分掌の更なる最適化を
図ることで、組織間の意
思疎通の効率性の改善に
取り組む。

（4） 人事、給与に関する規程
等は整備されているか

4

就業規則、給与規程等を整備し、教職員に周
知し何時でも閲覧できるようにしている。

教職員代表者を中心に職
場の現状を鑑み検討し、
必要に応じて意見具申を
行う。

（5） 教務・財務等の組織整備
など意識決定システムは
整備されているか 3

各会議等の意思決定システムは整備されてき
ているが、今後は教務、財務に係るシステム
化による職員の負担軽減が必要である。

各部署間で連携し、必要
なシステム構築を進めて
いく。

（6） 学校運営に係るコンプラ
イアンス体制が整備され
ているか 3

教育機関として法令順守は最も重要なことで
あり、本校でも徹底している。またそのこと
が認められ、来年度も高等教育新助成制度の
認定を受けることができた。

学校関係の法令は頻繁に
変更されるので、これか
らも確実な対応を全職員
で進めていく。

（7） 教育活動等に関する情報
公開が適切になされてい
るか 3

教育活動等はホームページ(HP)やSNSを通じて
発信し、またHP上で学校概要を公開すること
で、昨今の情報公開の重要性に叶うものとし
ている。しかしHPの情報の一部が検索しにく
いなどの問題がある。

HPの構成など、高校生等
が知りたい情報がすぐに
閲覧できるよう、改善し
ていく。

（8） システム化等による業務
の効率化が図られている
か 3

サーバーの導入や、各種書類作成のデジタル
化など、少しずつではあるが着実にシステム
化が図られているが、今後も一層のシステム
化が必要である。

必要なシステム構築を進
め、教職員のシステム活
用のスキル向上を図る。

2

評価項目



Ⅲ　教育活動【教務】

評価 現状及び取組内容 課題と改善方法

（1） 教育理念等に沿った教育
課程の編成・実施方針等
が策定されているか 4

理容師法・美容師法に基づいたカリキュラム
のなかで、教育理念などに添った教育課程の
編成・実施方針などを策定している。

学生が興味を持ち、かつ
現場で役立つカリキュラ
ムを見直しを行いながら
編成していく。

（2） 教育理念、育成人材像や
業界のニーズを踏まえた
学科としての修業年限に
対応した教育到達レベル
や学習時間の確保は明確
にされているか

3

国家試験合格に向けて、段階的に各学年での
到達レベルを複数回確認しながら進めている
ので、明確にされている。
実技、学科ともに担当教員により学習時間や
到達レベルは明確にされている。また、実技
については、学年を担当する全教員で一人一
人の技術を評価し、到達レベルを把握し、評
価している。

国家資格取得と各種資格
取得の両立にむけての取
り組みを計画的に進める
ため、年間指導計画に盛
り込んでいく。

（3） カリキュラムは体系的に
編成されているか

3

必修科目と選択科目に分け、国家試験対策と
学生のニーズに合ったカリキュラム編成にし
ている。

国家試験対策は２年間を
通して、選択科目は主に
２年生を対象に編成し、
基本的には基礎と応用を
分けて編成していく。

（4） 関連分野における実践的
な職業教育（産学連携に
よるインターンシップ、
実技・実習等）が体系的
に位置づけられているか

4

関連分野におけるインターンシップは特に、
就職活動開始までに業界と連携の上本人の希
望も考慮し、新型コロナ感染症に十分配慮し
ながら行っている。

学生が希望する就職が出
来るようサポートしてい
く。

（5） 授業評価の実施・評価体
制はあるか 4

授業評価の方法は統一された基準に基づいて
適正に行っている。

毎年度末に評価について
検討を行い、より良いも
のにしていく。

（6） 職業教育等に対する外部
関係者からの評価を取り
入れているか 3

インターンシップ等によって新型コロナ感染
症に十分配慮しながら実施し、評価をいただ
いている。

実施後の評価について検
討、達成度や、反省点を
学生と共有して、就職活
動に活かしていく。

（7） 成績評価・単位認定、進
級・卒業判定の基準は明
確になっているか

4

GPA評価の導入や単位認定等に関しては評価基
準を明確にしている。

明確な管理システムに基
づいて、引き続き行って
いく。

（8） 資格取得の指導体制、カ
リキュラムの中での体系
的な位置づけはあるか

3

ヘアカラーは全員がJHCAのディプロマ取得に
向けた授業内容にしている。又まつ毛エクス
テンションは選択した学生全員がABEのまつ毛
エクステンションの検定を受験している。
パーソナルカラーやネイルは希望者が検定を
受験している。

学生に資格取得の意義を
しっかりと説明し、任意
ではなく全員受験を目指
していく。美容科の選択
授業を検討し、更に上級
の資格取得をできるよう
にカリキュラムを整え
る。

（9） 人材育成目標に向け、授
業を行うことができる要
件を備えた教員を確保し
ているか

3

担任だけでなく副担任、外来講師で必修科目
や専門教養科目を分担して各教科の内容の充
実を図っている。

各クラス単位での授業を
行うため進捗状況をそろ
えるなど更に工夫、検討
していく。

（10） 関連分野における先端的
な知識・技能等を修得す
るための研修や教員の指
導力育成等資質向上のた
めの取組が行われている
か

3

科ごとの教員研修を行い、それぞれ国家試験
に関してだけでなく、理容科であればワイン
ドやクラシカルバック、美容科であればメイ
クやカット等の指導方法に関する研修を行っ
ている。

研修の内容や方法、時期
等について更に検討して
いく。

（11） 職員の能力開発のための
研修が行われているか

3

各業界から講師を招いて、職員の授業内容を
や技術を向上させるための研修を行ってい
る。

コロナ禍で外部との接触
が制限される中で、実施
方法や実施頻度について
検討していく。

3

評価項目



Ⅳ　学修成果【教務】

評価 現状及び取組内容 課題と改善方法

（1） 就職率の向上が図られて
いるか

4

今年度は3年ぶりにサロン説明会を開催し、対
面でよりリアルなサロンの情報を得ることが
でき、就職への意識が高まった。インターン
シップやサロン見学も感染症対策をしながら
計画的に行っている。

より早い時期から学生が
就職に向けて動き出せる
ように、サロン説明会や
就活セミナーの時期を検
討する。

（2） 資格取得率の向上が図ら
れているか

3

今年度は校内の試験の内容をより国家試験に
近いものに見直して3度目となり、昨年度も合
格率が向上したので、今年度も引き続き、さ
らに国家試験を意識した指導をしていく。そ
の他の検定等の資格も外来講師と密に連携を
取りながら指導している。

国家試験の結果を見て、
来年度の試験対策の内
容、回数、時期を検討す
る。

（3） 退学率の低減が図られて
いるか

3

様々な実習を年間を通してバランスよく取り
入れるようカリキュラム構成を工夫し、学生
の意識向上や興味を継続できるようにしてい
る。

学習意欲が低下しないよ
うに、悩み等を相談しや
すい環境整備を目指す。

（4） 卒業生・在校生の社会的
な活躍及び評価を把握し
ているか 2

在校生のコンテスト参加や結果に関しては把
握しやすいものの、卒業生については、いろ
いろな媒体を経由して知り得るところが多
い。

今後は卒業生の窓口を設
けて学生の就職や、今後
の大会の指導や審査員選
出に役立てるように検討
をしていく。

（5） 卒業後のキャリア形成へ
の効果を把握し学校の教
育活動の改善に活用され
ているか

3

外来講師による指導の導入、それにより現場
での実際の技術に触れることや、また実務実
習などでサロンワークに参加することによ
り、学生の将来をどうありたいか考える意識
を引き出す。

就職した際のイメージを
得ることで離職率の低下
につなげていく。

4

評価項目



Ⅴ　学生支援【広報】

評価 現状及び取組内容 課題と改善方法

（1） 進路・就職に関する支援
体制は整備さえているか

4

店舗求人票を常に閲覧できる状態で進路担当
教員を配置している。感染症対策を十分に行
い、就職説明会を三年ぶりに開催することが
できた。

感染症対策を十分に行
い、就職説明会を開催し
ていく。

（2） 学生相談に関する体制は
整備されているか

3

担任だけでなく、副担任制を設け、幅広く相
談できる環境にある。また、ハラスメント防
止について周知しハラスメント防止対策委員
会及び担当者を設置している。

学生が相談しやすい環境
及び体制をさらに検討し
ていく。

（3） 学生に対する経済的な支
援体制は整備されている
か 3

入学支援制度、特待生制度（１年生の成績を
審査し２年次の授業料を支援）、一人暮らし
サポート（遠隔地支援制度）、親族減免制
度、オープンキャンパス特典、コンテスト支
援制度を設けている。

各種支援制度の充実と共
に、不測の事態に対応で
きる制度を検討してい
く。

（4） 学生の健康管理を担う組
織体制はあるか

3

学生全員に毎年4月、レントゲン検診を実施し
健康講座を年1回開催している。また、担任を
中心に健康観察･健康相談を実施している。

総務部と担任が連携し健
康管理を行っているが、
より組織的に行える体制
づくり検討する。

（5） 課外活動に対する支援体
制は整備されているか

4

広報部を中心に、モデルのヘアメイクをし、
屋外等で写真撮影を行い、SNSで発信してい
る。学生の活動を広げるため校内フォトコン
テストを年二回実施。

感染症対策を十分に行
い、計画的に課外活動を
実施していく。

（6） 学生の生活環境への支援
は行われているか 3

担任を中心に学生の生活環境面等への指導・
助言を行った。

担任を中心に学生の生活
環境面等への指導・助言
を行った。

（7） 保護者と適切に連携して
いるか

3

家庭調査票等により保護者への連絡先を把握
し適切に連絡している。
また、公開授業や学校通信、学校ホームペー
ジにより情報を発信している。

保護者との連携を密に図
るとともに、公開授業や
学校行事等に多くの保護
者に出席してもらえるよ
う実施時期や内容等を検
討していく。

（8） 卒業生への支援体制はあ
るか 3

担任と総務部が連携し、卒業生の職業相談や
生活面での相談等に対応している。

卒業後の情報を収集し、
卒業生支援のための体制
を構築する。

（9） 社会人のニーズを踏まえ
た教育環境が整備されて
いるか 2

社会人のニーズを踏まえた教育環境の整備
は、まだ不十分といえる。

総務部を中心に、社会人
のニーズに応える教育環
境の整備について検討す
る。

（10） 高等学校・高等専修校等
との連携によるキャリア
教育・職業教育の取組が
行われているか

3

高等学校等で進学ガイダンスや模擬授業、分
野別説明、学校別説明等を行いキャリア教
育・職業教育の取組を進めた。

高等学校等とキャリア教
育・職業教育の取組の強
化をさらに進めていく。

Ⅵ　教育環境【総務】

評価 現状及び取組内容 課題と改善方法

（1） 施設・設備は、教育上の
必要性に十分対応できる
よう整備されているか 3

施設、設備、用具等に古いものがあるが、優
先順位に則して、順次更新するよう計画し、
実施している。特に用具は指導に支障をきた
すことがないように適宜交換している。

設備などの長期・中期・
短期の改修計画に基づ
き、施設や用具を計画的
に更新していく。

（2） 学内外の実習施設、イン
ターンシップ、海外研修
の場等について十分な教
育体制を整備しているか

3

学外としてはサロンでのインターンシップ
を、全学年で行っている。海外研修は今後
も、ロサンゼルスにおけるトニー&ガイの研修
を実施する予定である。

インターンシップの学習
効果を高め、また海外研
修への学生参加を積極的
に促す。

（3） 防災に対する体制は整備
されているか

3

防災組織を結成し、消防署に提出する計画書
に基づき避難訓練を実施した。また防火施設
の点検等も定期的に実施し、適切に整備され
ている。また今年度は防災計画・防災マニュ
アルの刷新を行った。

学生に対する防災教育の
一層の充実を図り、万一
の有事に備える。

評価項目

評価項目
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評価 現状及び取組内容 課題と改善方法

（1） 高等学校等接続する機関
に対する情報提供等の取
組を行っているか 3

今年度も新型コロナウイルス感染症の影響
で、高等学校への訪問回数が例年より少な
かったが、進路担当の先生と電話等で本校の
取り組みや現状を伝え連携した。

高等学校への訪問活動の
充実をはかり、ホーム
ページの新着情報にて最
新の情報を提供する。

（2） 学生募集活動は、適正に
行われているか

4

専修学校連盟の取り決めを遵守し、募集活動
を行っている。感染症対策を行いオープン
キャンパスや進学ガイダンス等を実施し、本
校の特色や教育内容、支援制度等を適切に伝
えた。

今後も専修学校連盟の取
り決めを遵守し、募集活
動を適正に実施してい
く。

（3） 学生募集活動において、
資格取得・就職状況等の
情報は正確に伝えられて
いるか

3

資格取得率、就職率、就職先を募集要項、学
校ホームページ等で提示している。

選択授業や希望者が取得
する資格をわかりやすく
伝えることができるよう
検討していく。

（4） 学生納付金は妥当なもの
となっているか

4

社会情勢や本校の収支計画を勘案し、学生納
付金を決定している。県内の同種他校との比
較においても妥当なものとなっている。

学生納付金は適切な水準
であると考えるが、他校
の動向も踏まえて検討し
ていく。

Ⅷ　財務【事務】

評価 現状及び取組内容 課題と改善方法

（1） 中長期的に学校の財務基
盤は安定しているといえ
るか 4

学校法人化（平成24年度）後、事業収支は黒
字を維持している。資産として纏まった額の
定期預金を保有しているおり、一方で負債と
なる借入金はない。

財務基盤は安定している
が、本館の建替計画や南
館の有効活用策を含めた
プランを策定する必要が
ある。

（2） 予算・収支計画は有効か
つ妥当なものとなってい
るか

3

学生の入学金、授業料が定期的に得られるこ
とから、収入の範囲内で施設整備を計画的に
実施する等有効かつ妥当なものになってい
る。

平成7年3月建築の本館
（南館建築は平成10年5
月）は、平成23年に大規
模改修（屋上防水、外壁
改修、空調機器更新）を
実施しており、長期修繕
計画として次回大規模改
修を令和6年頃と見込ん
でいる。

（3） 財務について会計監査が
適正に行われているか

4

監事2名による中間監査、年度末監査並びに税
理士による監査により適正に実施している。

今後も会計処理を適正に
実行するため、監事・税
理士からの改善意見等が
あれば、迅速かつ適切に
対応していく。

（4） 財務情報公開の体制整備
はできているか

4

財務情報公開規程を定め、公開の請求権者、
公開の方法等を設けており、財務関係書類を
当校のホームページに掲載している。

規程に基づき今後も継続
する。

Ⅸ　法令等の遵守【総務・事務】

評価 現状及び取組内容 課題と改善方法

（1） 法令、専修学校設置基準
等の遵守と適正な運営が
なされているか 3

本校は60年以上の歴史を持ち、設置当初より
法令順守と適正な運営が行われてきた。今現
在も各種法令を遵守しつつ、適切な運営が図
られている。

変化する法令や社会情勢
に随時対応し、より健全
な運営を目指す。

（2） 個人情報に関し、その保
護のための対策がとられ
ているか 3

パソコンへの信頼性の高いセキュリティソフ
トの導入や、データのバックアップ体制を整
えている。また個人情報などの機密保持のた
めの規定を設け、遵守している。

今後とも教職員の個人情
報管理の意識向上と、パ
ソコン等の適切な使用の
徹底を図る。

（3） 自己評価の実施と問題点
の改善に努めているか

3

本校職員による自己評価を、学校関係者評価
委員により評価いただき、学校の改善に役立
てている。

学校関係者評価にて精査
された自己評価を、来年
度以降も更なる学校運営
の改善に役立てる。

（4） 自己評価結果を公開して
いるか

4

本校の情報公開のポリシーに基づき、自己評
価 並びに学校関係者評価は、その結果を本校
ホームページ上で誰でも閲覧できるかたちで
公開している。

自己評価と学校関係者評
価の公開は、その年度末
に確実に実施する。

評価項目

評価項目

評価項目

Ⅶ　学生の受入れ募集【広報】
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Ⅹ　社会貢献・地域貢献【広報】

評価 現状及び取組内容 課題と改善方法

（1） 学校の教育資源や施設を
活用した社会貢献・地域
貢献を行っているか 3

地域のプロスポーツチームのイベントへの参
加は新型コロナウイルス感染症対策のため今
年度も中止になったが、スポンサーとして支
援した。

依頼が限定的になるので
窓口を広げていくことを
検討する。

（2） 学生のボランティア活動
を奨励、支援しているか

2

毎年、月に１回程度、老人の福祉施設でボラ
ンティアを行っていたが、今年度も新型コロ
ナウイルス感染症対策のため実施しなかっ
た。

ボランティアの実施につ
いては新しい様式を検討
する。

（3） 地域に対する公開講座・
教育訓練（公共職業訓練
等を含む）の受託等を積
極的に実施しているか

3

依頼された高等学校を対象に、本校または高
等学校にて、感染症対策を行い理容・美容等
の実技講習を行っている。

対象を高校生に限定せ
ず、幅広い年齢を対象に
していくことを検討す
る。

7

評価項目


